
変
化
こ
そ
発
展
の
条
件
（
２
０
２
１
・
７
・
５
） 

  

次
々
と
新
型
に
変
異
す
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
人
間
社
会
は
翻
弄
さ
れ
て
い
る
。
特
定
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
応
し
た
ワ
ク
チ

ン
を
開
発
し
て
も
変
異
し
た
新
型
に
は
有
効
で
は
な
い
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
生
物
の
重
要
な
特
徴
で
あ
る
自
身
で
複

製
を
生
成
し
て
増
殖
す
る
能
力
が
欠
如
し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
は
自
身
以
外
の
生
物
の
細
胞
を
利
用
し
て
増
殖
す
る
の
で
生

物
で
は
な
く
、
物
質
と
の
中
間
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
増
殖
の
と
き
正
確
な
複
製
に
失
敗
し
た
の
が
新
種
で
あ
る
が
、
こ
の
能
力
に
よ
り
ウ
イ
ル
ス
は
地
球
で
三
〇
億
年
も

生
存
し
て
き
た
。
地
球
表
面
が
マ
イ
ナ
ス
六
〇
度
以
下
に
な
り
、
生
物
の
九
割
以
上
が
絶
滅
し
た
ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
ア
ー
ス
（
全

球
凍
結
）
で
も
ウ
イ
ル
ス
は
絶
滅
し
な
か
っ
た
。
せ
い
ぜ
い
数
百
万
年
の
歴
史
し
か
な
い
人
間
が
対
抗
す
る
に
は
困
難
な
相

手
で
あ
る
。 

 

こ
の
変
化
す
る
こ
と
の
重
要
さ
を
生
物
学
者
Ｃ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
「
最
強
の
生
物
が
存
続
す
る
の
で
は
な
く
、
最
賢
の
生

物
が
存
続
す
る
の
で
も
な
く
、
存
続
で
き
る
の
は
変
化
で
き
る
生
物
で
あ
る
」
と
喝
破
し
て
い
る
。
自
身
の
変
化
に
よ
っ
て

環
境
に
適
合
し
た
も
の
の
み
が
存
続
で
き
る
の
は
生
物
社
会
だ
け
で
は
な
く
、
経
済
社
会
や
行
政
社
会
に
も
共
通
す
る
原
理

で
あ
る
。 

 

一
八
八
一
年
に
Ｇ
・
イ
ー
ス
ト
マ
ン
が
創
業
し
た
企
業
コ
ダ
ッ
ク
は
八
八
年
に
一
〇
〇
回
撮
影
で
き
る
ロ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム

を
装
填
し
た
箱
型
カ
メ
ラ
「
Ｎ
ｏ
１
コ
ダ
ッ
ク
」
を
販
売
し
、
撮
影
が
終
了
し
た
ら
カ
メ
ラ
ご
と
会
社
に
返
送
す
れ
ば
現
像

し
紙
焼
き
し
た
写
真
と
新
規
に
フ
ィ
ル
ム
を
装
填
し
た
カ
メ
ラ
を
返
送
す
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
を
発
明
し
て
一
気
に
躍
進

し
た
。 

 

そ
の
後
も
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
、
一
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
開
発
し
た
独
創
あ
ふ
れ
る
会
社
で
あ
っ
た
が
、
イ
ー
ス
ト
マ

ン
の
死
後
、
世
界
最
初
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
発
明
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
社
の
既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
影
響
す
る

と
秘
密
に
し
て
い
た
た
め
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
潮
流
に
出
遅
れ
、
二
〇
一
二
年
に
上
場
廃
止
と
な
り
、
大
幅
に
規
模
を
縮
小
し

た
。 

 

一
方
、
一
九
三
四
年
に
創
業
し
た
富
士
フ
イ
ル
ム
も
社
名
の
よ
う
に
写
真
フ
ィ
ル
ム
の
生
産
と
販
売
が
祖
業
で
あ
る
が
、

合
併
や
買
収
な
ど
に
よ
っ
て
複
写
装
置
、
医
療
機
器
、
医
薬
品
な
ど
に
次
々
と
事
業
を
展
開
し
、
現
在
で
は
フ
ィ
ル
ム
関
係

の
業
績
は
全
体
の
一
％
で
し
か
な
い
。
変
化
で
き
る
も
の
が
存
続
で
き
る
と
い
う
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
言
葉
を
象
徴
す
る
企
業
で

あ
る
。 

 

 

現
在
の
日
本
社
会
の
停
滞
は
変
化
で
き
な
い
構
造
に
原
因
が
あ
る
。
一
例
が
人
口
減
少
で
あ
る
。
一
人
の
女
性
が
生
涯
に

出
産
す
る
子
供
の
人
数
で
あ
る
合
計
特
殊
出
生
率
が
二
・
〇
七
以
上
が
人
口
維
持
の
条
件
で
あ
る
が
、
日
本
は
一
九
七
五
年

に
二
以
下
に
な
っ
て
以
来
、
減
少
の
一
途
で
、
昨
年
は
一
・
三
四
に
ま
で
低
下
し
た
。
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
三
〇
年
後
に

は
一
億
人
以
下
に
な
る
。 

 

一
方
、
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
よ
う
に
一
旦
は
一
・
七
〇
程
度
ま
で
低
下
し
た
も
の
の
、
最
近
で
は
二
近
く
ま
で

回
復
し
て
い
る
国
家
も
あ
る
。
い
く
つ
か
の
要
因
が
あ
る
が
、
日
本
と
極
端
に
相
違
す
る
の
は
高
率
な
婚
外
子
率
で
あ
る
。

二
〇
一
六
年
の
数
字
で
、
日
本
は
三
％
弱
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
は
六
〇
％
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
五
五
％
と
半
分
以
上
で
あ

る
。 

 

こ
の
欧
米
と
の
差
異
の
原
因
は
日
本
の
伝
統
観
念
も
影
響
し
て
い
る
が
、
社
会
に
未
来
を
想
像
す
る
能
力
と
改
革
を
決
断

す
る
胆
力
が
欠
如
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
で
も
早
期
に
最
悪
の
事
態
を
想
像
で
き
ず
、

ワ
ク
チ
ン
を
確
保
す
る
決
断
も
出
遅
れ
た
。
不
平
の
表
明
だ
け
で
は
責
任
回
避
で
あ
る
が
、
変
化
す
る
意
欲
を
一
人
一
人
が

意
識
す
る
こ
と
こ
そ
日
本
再
生
へ
の
原
点
に
な
る
。 


